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７月５日の原子力潜水艦ミシシッピ、７月１２日のキー・ウエストの相次ぐ横須

賀入港に強く抗議する。横須賀は、原子力潜水艦の母港ではない。原子力潜水艦キ

ー・ウエストはただちに横須賀基地から出て行くこと強く要求する。
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７日１２日午後２時２２分、原子力潜水艦キー・ウエストが横須賀地に入港した。そして、この原潜

の入港に先立って、原子力潜水艦ミシシッピーが７月５日に横須賀に入港している。これで、原子力潜

水艦の入港は今年９回目、原子力艦船の入港は１１回目で通算９２６回となった。

６月３０日の原潜オハイオの入港以来、この１２日間で、原潜３隻が相次いで入港する異常事態であ

る。このような連続的な原子力潜水艦の入港に強く抗議するとともに、ただちに原潜キー・ウエストは

横須賀基地から出て行くことを要求する。

原潜キー・ウエストは、ロサンゼルス級原潜、原潜ミシシッピは、攻撃型バージニア級原潜である。こ

のような危険な核戦争につながる原子力潜水艦の相次ぐ横須賀への入港は、アジアの緊張をいっそう強め

るものであり、外交による東アジアの平和と安全の道を閉ざし、緊張と危機を作りだすものである。

米原潜の核兵器搭載、核持ち込みは重大である。核密約によって核兵器が横須賀に持ち込まれていたこ

とはすでに明らかになっている。非核三原則を国是とする日本の港に核兵器を持ち込むことは絶対に許さ

れない。原子力潜水艦などの原子力艦船が核兵器を積んでいないことを証明すると同時に、核密約はただ

ちに破棄することを要求する。

現在、首都圏は巨大地震の発生確率が強まっている。地震や津波による原子炉事故が懸念され、県民の

不安は広がっている。首都圏や三浦半島で巨大地震がいつ起きても不思議でなく、原子力艦船の原子炉事

故の可能性は増大している。米軍は、「原子力艦船は安全だ。事故は起きない」と言い「原子力艦船の安

全神話」を押しつけ、まともな地震や津波などの事故対策を講じようとしていない。あらためて原子力艦

船の事故対策を明らかにし、情報を公開することを要求する。

戦争のための原子力潜水艦が頻繁に入出港を繰り返すことは、横須賀をアメリカの戦争の出撃拠点とす

るものである。この間、核実験・弾道ミサイルの発射など朝鮮半島をめぐる情勢が緊迫しているが、日米

韓の軍事的対応は事態の解決とはならずいっそう深刻な軍事的緊張を作り出し、アジア・太平洋の平和と

安全にとって大きな障害となるものである。問題の解決は、６カ国協議など平和的な外交努力で事態の打

開、問題の解決をはかるべきである

横須賀基地を戦争の出撃拠点にし市民を放射能被害の危険にさらす原子力艦船の母港化、入出港はた

だちにやめ、原子力潜水艦キー・ウエストは、横須賀から直ちに出て行くことを重ねて要求する。
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